
 

学校だより                       宝達志水町立相見小学校 

令和５年１１月９日（木） 

 №.１６ 

                            文責  清水ひとみ 

めざす児童像 ： 自ら学びとる子 思いやりのある子 自ら鍛える元気な子 

  

 

  

   

 

 

 

 

   

 

   

 

   

 

 

 

 

   

 

11月 2日（木）、地域のボランティアの方々をお迎えして「ふれあい感謝の集い」を行いました。

この会は、昨年度までは１月の後半に開催していたのですが、天候の影響を受けやすい時期なので、

今年度よりこの教育ウイークに行うこととしました。23 人の方が来てくださり、大変うれしく思い

ます。また、保護者の方々もたくさん見に来てくださいました。 

６年生は、総合的な学習の時間に調べ、学んだ「末森城の戦い」を劇化し、発表しました。「末森

城民謡舞踊」にも挑戦しました。また、当日の進行等も行いました。５年生は、会場の飾りつけな

どの準備、そして、一人一人にメッセージを入れた感謝状を手作りし、ボランティアの方々に手渡

しました。１年生から４年生は、できるようになったこと・分かったことなどを発表し、自分たち

の成長した姿を見ていただきました。１年生は、大きくてはっきりした声で、国語で学習した「く

じらぐも」の音読劇をしました。「なかよし」の合唱もしました。心も体も成長した姿を、見ていた

だくことができたと思います。２年生は、国語で学習した「お手紙」の音読劇、３年生は秋の詩の

群読と「あの雲のように」の合奏、４年生は国語で学習した「ごんぎつね」を劇化しました。ボラ

ンティアの方々に感謝の思いを伝えようと、練習を重ね、本番を迎えました。相見っ子全員で作り

上げた約１時間でした。私達の思いは、きっと皆さまに届けることができたものと思います。 

日頃より、見守り、支えていただき、ボランティアの方々には感謝の気持ちでいっぱいです。本

当にありがとうございます。また、素直に「ありがとう」が言えることは、自己の成長にとってと

ても大切だと考えます。これからも相見っ子の「感謝する心」を大切に育んでいきたいと思います。 

感謝の思いを込めて「ふれあい感謝の集い」 

～ ボランティアの方々、ありがとうございます ～ 

 

 児童代表の５年 松田 莉空さんが、ボ

ランティア代表の池田 正さんに感謝状

を渡しました。池田さんからは、児童に

温かい思いがこもったお言葉をいただ

きました。その後、５年生全員でお一人

お一人に感謝状を渡しました。 
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 児童会進行での開会式。いよいよ「相見っ子まつり」がスタートしました。各委員会からの出店の

大きなねらいは次の２点です。  仲間と協力して活動する   自分達で考えて主体的に行動する 
また、出店のテーマは、国連サミットで決められた国際社会の共通目標である「SDGｓ17の目標」

の中から選びました。「地球（人類）を守る」ということについて考える機会となりました。 

【放送委員会】言葉さがし＆ミニクイズ ＳＤＧｓを知ろう！   [1～17] 

【図書委員会】プラバンバンバン 自分のプラバンが作れる！   [4質の高い教育をみんなに 12つくる責任つかう責任] 

【環境委員会】環境園芸クイズ＆分別タイムアタック   [14 海の豊かさを守ろう 15 陸の豊かさを守ろう] 

【生活委員会】牛乳パック何こつめられるかな＆先生クイズ！[3すべての人に健康と福祉を 12つくる責任つかう責任] 

【体育委員会】みんなで体を動かし健康になろう！ SASUKE２０２３  [3すべての人に健康と福祉を] 

 

相見っ子まつり  ７日（火） ～ 各委員会からの出店 ～ 

 

 

器械運動発表会 ～ ４年：２日(木) ～ 

 

 

 

校内で器械運動発表会を開催しました。この日に向

けて、４年生は一生懸命チャレンジし、練習を繰り返

してきました。技ができると、みんなで喜び合う姿は、

とてもほほえましいものでした。直前まで、何度も何

度も練習している姿もありました。また、この練習を

通して、器械運動だけでなく様々なことを学び、自信

をつけることができたように思います。 

 

 弁護士の 出口 勲さんが来てくださり、３年生を対象に、弁護士の仕事や人権・権利、そして「い

じめ」について、具体例を示しながら、分かりやすくお話をしてくださいました。 

お話の中に、以下のような「心のコップ」のお話がありました。 

弁護士によるいじめ予防教育   ～ ３年：１日（水）～ 

 このコップは、みなさんの心だとします。大きいコップもあれば、小さいコップ

もあります。一人一人大きさが違います。つらいこと悲しいことがあると、少しず

つ「心のコップ」に水がたまります。水があふれないうちは、たえる・頑張ること

ができます。でも、あふれてしまうと、もう１滴も入りません。１滴の水でもあふ

れるし、１滴の水もためられません。軽い一言・軽いからかいが、その最後の１滴

になるかもしれません。「心のコップ」は目に見えないのです。軽い気持ちで言った

としても本気ではないとしても、言われた方は傷つきます。平気な様子に見えても、

「心のコップ」には水がたまり、今にもあふれる、その一言がきっかけであふれさ

せてしまうこともあるのです。 

 出口弁護士からお話を聞いた後の感想の中に、この「心のコップ」のことを書いている児童が多く

いました。とても心に残ったようです。「いじめ」について、また、「いじめ」をなくすにはどうした

らよいかについて真剣に考える機会となりました。 

児童会 放送委員会 生活委員会 


